
令和6年6月13日 

市政記者クラブ 様

住宅都市局まちづく り企画部名港開発振興課

担当 林、 伊藤（ 電話972-2716）

松重閘門エリア活性化社会実験の企画運営提案を募集します

～中川運河再生計画の推進～

中川運河の松重閘門エリアの活性化に向けて、 幅広い集客やにぎわい創出に資する

社会実験の企画運営提案を募集しますので、 お知らせします。  

記 

１  趣 旨 

令和6年3月で運用を終了した旧松重ポンプ所を含む松重閘門エリアにおいて、 幅広

い集客やにぎわい創出に資する社会実験の企画及び運営に向け、 民間事業者に対し提案

募集を行います。  

２  実施場所 

中川運河 旧松重ポンプ所及び松重閘門公園（ 次頁位置図参照）  

３  募集概要 

松重閘門エリアの再生に向けた機運醸成や魅力向上に資するイベント の提案を募集し

ます。 イベント は地域に開かれたものとし、 飲食や物販、 アート イベント 等を始め、 幅

広い集客やにぎわい創出が見込めるものとします。  

また、 社会実験の実施と合わせて、 ささしまライブ乗船場から旧松重ポンプ所までの

船の運航計画や、 イベント の事前広報及びＰＲの手法についても提案を求めます。  

４  今後の予定 

提案募集開始      令和6年6月13日（ 木）  

企画提案書等の提出期限 令和6年7月12日（ 金）  

契約候補者決定     令和6年7月下旬 

社会実験の実施     令和6年10月～12月のうち 2日間程度 

５  実施要領等の公表方法 

市電子調達システム (https: //www. chotatsu. ci ty. nagoya. j p/ej pkg/Ej PPI j )

に掲載します。（ ト ップページ＞調達情報サービス＞入札情報）  
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（ 名古屋港記者クラブ同時発表）     

中川運河堀止緑地にぎわい創出社会実験の企画運営提案を募集します
～中川運河再生計画の推進～

中川運河において、 「 中川運河再生計画更新版（ 令和5年10月策定） 」 に基づき、 魅力的

な景観形成や夜景の演出、 にぎわいのある緑地空間の創出に向けた取り組みを進めていま

す。  

そのため、 堀止緑地においては、 利便性の向上や良好な景観形成の効果の検証を行うた

め、 名古屋港管理組合と名古屋市による社会実験を予定しています。  

このたび、 社会実験の企画及び運営に向け、 民間事業者に対し提案募集を行うこととなり

ましたので、 お知らせします。  

記 

１  募集概要 

中川運河堀止緑地において、 緑地の利便性の向上や良好な景観形成の効果の検証を行う

とともに、 港湾環境整備計画制度の活用を視野に入れたにぎわい創出を検討するため、 社

会実験として、 飲食・ 物販等のイベント や水面を活用したイルミ ネーショ ン等の提案を求

めます。  

２  実施場所 

中川運河 堀止緑地及び堀止水面（ 次頁位置図参照）  

３  今後の予定 

募集要項の公表・ 募集の開始   令和6年6月21日(金) 

企画提案書締切         令和6年8月2日(金) 

評価委員会の評価結果に基づき、   

企画運営事業者を決定・ 契約     令和6年9月下旬 

社会実験の実施         令和6年11月～令和7年2月のうち2週間程度 

４  募集要項等について 

募集要項等は、 名古屋港管理組合のホームページ 

（ https: //www. port-of-nagoya. j p/） に掲載する予定です。  

５  問い合わせ先 

名古屋港管理組合 建設部 総合開発課 金城・ 中川・ 南５区担当： 堀田、 宮木

  電話 654-7978 
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（ 参考） 港湾環境整備計画制度の概要 
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（国土交通省港湾局資料） 



［ 令和6年度 中川運河における 3つの社会実験］

中川運河にぎわいゾーンでは、 令和5年度に更新した中川運河再生計画を推進するた

め、 行政において堀止地区でのにぎわい施設の誘導や、 民間事業者において大規模なイ

ベント が開催されるなど、 再生の加速化が着実に図られています。  

こうした動きを更に加速化するため、 今後の中川運河の再生の核となる拠点の早期形

成に向け、 令和6年度は3つの社会実験を実施します。  


